
リアース+3D都市モデル利活用講習会

〇講習会レジュメ

・3D都市モデル(PLATEAU)について

・リアース(Re:Earth)について

・リアース+3Ｄ都市モデルによるまちの課題の見える化

・リアースを使ってみよう（実践講習）
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3D都市モデル(PLATEAU)について
国土交通省都市局では、令和２年度から「Project PLATEAU(ﾌﾟﾗﾄｰ)」を新たにｽﾀｰﾄさ

せ「まちづくりのﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ」を展開しています。また、ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄについて
は地理空間情報の国際標準化団体であるOGCが定めているCityGML2.0を採用しています。
令和２年度には、ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして国直轄で全国56都市を対象に3D都市ﾓﾃﾞﾙを

整備・ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ化に取組みました。熊谷市も国の直轄調査として整備され、昨年6月に
公開されています。
また、国では多様な領域での3D都市ﾓﾃﾞﾙのﾎﾟﾃﾝｼｬﾙを実証するために、「3D都市ﾓﾃﾞﾙの

整備・活用促進に関する分科会(自治体96、民間事業者112団体)」を立ち上げ、官民連携
による各種ﾕｰｽｹｰｽ開発、標準仕様の拡張、ﾏﾆｭｱﾙ等の整備を進めています。
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全国56都市の3D都市ﾓﾃﾞﾙﾃﾞｰﾀは、ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ化され、一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会が運用
する「Ｇ空間情報ｾﾝﾀｰ」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可能 https://www.geospatial.jp/chan/dataset/plateau
また、PLATEAU HPのPLATEAU VIEWからは閲覧可能 https://www.milt.go.jp/plateau/app/
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熊谷市の3D都市モデルは、熊谷駅、大規模商業施設、市役所、スポーツ文化公園施設等がLOD2で
整備。その他はLOD1
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東京23区内の一部では、LOD3で整備されている。Google Earth(ｼﾞｵﾒﾄﾘﾓﾃﾞﾙ)との違いは、建物ごとに、
都市計画情報等の属性(用途、構造、築年、災害ﾘｽｸ等)が付与(ｾﾏﾝﾃｨｸｽ)されていること。そのため、
3D都市モデルは「ｼﾞｵﾒﾄﾘとｾﾏﾝﾃｨｸｽの統合ﾓﾃﾞﾙ」と呼ばれている。
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災害ﾘｽｸ
情報

都市計画情報等



『プロジェクトプラトー』のサイト内では、3D都市モデルを活用した、都市活動モニタリ
ング、防災、まちづくりなど様々な「ユースケース」（活用事例）が紹介されている。
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まちづくり分野では、本市が昨年度実施した「スマートタウン
事業化検討調査」の概要も紹介されている。
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本市では、R3年度にスマートタウン事業化検討調査として、3D都市モデルと本市の所有する市内31箇
所の気象データを活用し、風・温熱環境シュミレーションを実施し、適地選定及び当該地区の風、熱
環境の見える化に取組んだ。概要は、本市HPのほか、PLATEAU HP Use caseサイトで公開
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3D都市モデルは、まちづ
くりや防災、人流の可視
化など、様々な分野での
活用が期待されているが、
対応したソフトウエアが
少ないことが課題

Re:Earth



リアース(Re:Earth)について
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Re:Earthを開発した㈱Eukarya社では、Re:Earthに関する実習型のWeb講座を毎月開催している。
基本19:00～21:00の時間帯に開催 URL:https//reearth.connpass.com/event
・8月 9日には、PLATEAU×オープンデータで3次元洪水シミュレーションマップの開発
・9月 7日には、Re:Earthへのデータインポートに関する講習会を開催
・9月13日には、Re:Earth プラグイン徹底解説に関する講習会を開催
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リアース+3Ｄ都市モデルによるまちの課題の見える化

熊谷市においても、R5年度から『都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（国交省都市局所管） 』を
活用し、データ利活用の事例となるユースケース開発に向け、市民や庁内向け講習会を開催予定。

走
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リアース+3Ｄ都市モデルによる浸水シミュレーション

①リアースへのログイン ②ID,PW入力

ID,PWを入力

〔本日の内容〕
⑴リアースの基本操作 ⑵3D都市モデルデータの追加 ⑶荒川浸水データの追加
⑷3D都市モデルの建物高さデータを活用した色分け
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画面右上の[Sign in]
をクリック



③リアースの基本画面（ダッシュボード）

新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成を
クリック

新規で作成されたプ
ロジェクトは、下段
の左隅から配置され
ます。

※新たなプロジェクトの作成や既に作成済みのプロジェクトの管理、アカウントの管理を行う
ページです。
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プロジェクトセクション



④新規プロジェクト名の入力

プロジェクト名、その
概要を入力できます

プロジェクト名：９月２７日庁内リアース研修会
概要説明：リアースを活用した3D都市モデルと荒川浸水データとの重ね合わせ

シミュレーション
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⑤ワークスペースへの反映

左隅のアイコンを
クリック
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新規で作成されたプロジェクトは、
下段の左隅に配置されました。



⑥3D都市モデルデータの読み込み

※プロジェクトの編集操作を行うページです。画面中央の地球にカーソルを合わせドラッグす
ることで、任意の位置を表示できます。マウスローラーにより拡大縮小も可能です。

16※ビューワー

※ツールバー

「メニュー項目」エリア
・シーン→画面表示設定
・ウィジェット→画面展開機能
・レイヤー

→様々なデータを貼付

※「プロパティ」エリア
メニュー項目毎に、
・表示する内容
・表示方法等の設定
・説明メモ等の設定
等が可能です。



⑦3Dタイルレーヤーの準備

※今回は、3Dタイルデータ（ 3D都市モデルデータ）を読み込むため、赤枠内の右から２つ目
の「3Ｄタイル」を、画面中央に、ドラッグ&ドロップします。
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※「3Dタイル」を選択
ビュワーの中央へドラッ
グ&ドロップ



⑧3D都市モデルデータの追加
※タイルセット右隅のファイルアイコンをクリックすると、「モーダル画面」が表示されます。
〔熊谷市3D都市モデルjsonデータ〕

https://plateau.geospatial.jp/main/data/3d-tiles/bldg/11202_kumagaya/notexture/tileset.json

「モーダル画面」
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URLを選択し、熊谷市3D都市モデルデータ
のURLをコピーし、張り付けてください。



⑨3D都市モデルデータの表示
※熊谷市にズームしていくと、建物モデルが確認できます。マウスで画面中央をつかみ、「コントロールキー」を押し
たままドラッグすると俯瞰的な表示も可能となります。

JR熊谷駅や周辺の商業施設は、
LOD2で表示されています

熊谷スポーツ文化公園施設もLOD2

市役所
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⑩荒川浸水データの表示
※「⑧3D都市モデルデータの追加」と同様に、「3Ｄタイル」を画面中央にドラック&ドロップ。「モーダル画面」の
URLへ「荒川洪水浸水想定区域jsonデータ(※1000年確率 中心市街地はmax3m程度の浸水想定)」をコピー&ペーストします。

https://plateau.geospatial.jp/main/data/3d-tiles/fld/11202_kumagaya/texture/arakawa_l2/tileset.json
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⑪3D都市モデルの属性から建物の色分け
※3D都市モデルに荒川浸水区域を重ねた画面に、建物を高さにより色分けすることで、浸水時に避難が必要な建物と
避難場所としての機能も担える建物の見える化が可能となります。
〇建物高さで色分けするコード
{ "show": "true", "color": { "conditions":[ [ "${_height} < 10", "color('#e00d3b' , 0.7)" ], [ "${_height}<40" , 

"color('#0de02d')" ], [ "true", "color( '#0d2ae0', 0.5)" ] ] } }

※コードの意味
・_heightの値が10m未満の建物は

#13293D(ﾏｾﾞﾝﾀﾞ、透明度0.7)
・10以上40m未満は、#0de02d(ｸﾞﾘｰﾝ)
・それ以外は、#0d2ae0(青、透明度
0.5)

※ｶﾗｰｺｰﾄﾞは、「hex」16進法 様式
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リアースを使いこなそう
https://docs.reearth.io/ja/ リファレンスをクリックすると操作方法や機能について解説マニュアルが整備されていま
す。チュートリアルでは、簡単なプロジェクトの作成手引きも紹介しています。是非、御体験下さい。
また、リアース講習会も毎月開催されています。https://reearth.connpass.com/event/ 現在、参加費無料です
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https://docs.reearth.io/ja/
https://reearth.connpass.com/event/

